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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　後端に設けられた後端閉止部材と、前端に設けられて前端開口を画定する前端筒状部材
とを有するシリンダと、
　該シリンダ内に該シリンダの軸線方向で摺動可能にされ、複数のニードルを該前端開口
から前方に延出するように保持するニードルホルダ及び該ニードルホルダの後方位置に配
置されたピストンを含む、可動エレメントであって、該ピストンは該シリンダ内で該ピス
トンの後部に形成される前進駆動室に圧搾空気が導入されることにより前方に駆動されて
該ニードルホルダにその後方から前方への打撃力を加えるようになされており、該ニード
ルホルダは該シリンダの内周面に対して密封係合され該軸線方向で摺動可能とされた大径
のホルダ本体と、該ホルダ本体から前方に延びて該前端筒状部材の内周面に対して密封係
合され該軸線方向で摺動可能とされた小径の筒状部とを有し、該ホルダ本体は、その前端
で該筒状部の後端の周りに形成された環状前端面と、該ニードルを該筒状部の内側を前後
方向で延びるようにして収納する該軸線方向で貫通するニードル保持孔を有し、該ニード
ルホルダは、該ピストンの打撃力により前方に駆動されて、該環状前端面が該前端筒状部
材の後端部に突き当たる前端位置まで変位可能とされており、該シリンダの内周面は該前
端筒状部材の後端の位置から該軸線方向の後方に延び該ホルダ本体の外周面よりも大径で
該ニードルホルダの外周面との間に後進駆動室を画定する室画定凹部を有するようになさ
れている、可動エレメントと、
　圧搾空気を前記前進駆動室に供給する前進駆動用通路及び該後進駆動室に供給する後進
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駆動用通路を有し、該前進駆動用通路及び該後進駆動用通路を介して該圧搾空気を該前進
駆動室及び該後進駆動室に交番的に供給するための圧搾空気供給通路であって、該後進駆
動用通路は、該シリンダを通り、該ホルダ本体の外周面と摺動係合する該シリンダの内周
面に開口する後進駆動用シリンダ通路と、該ホルダ本体の外周面及び該外周面と摺動係合
する該シリンダの内周面の少なくとも一方に該軸線方向で延びるように設けられ該後進駆
動用シリンダ通路に連通している後進駆動用連通凹部とを有し、該ニードルホルダが該前
端位置とされたときに該後進駆動用連通凹部が該後進駆動室に連通されて圧搾空気を該後
進駆動室に供給するように構成されている圧搾空気供給通路と、
　を有する圧搾空気駆動式タガネ。
【請求項２】
　該後進駆動用連通凹部が該ホルダ本体の該外周面に形成され、該ホルダ本体の該外周面
における前端と該後進駆動用連通凹部の軸線方向前端との間の部分が該シリンダの該内周
面に密封係合している状態では該後進駆動用連通凹部の該後進駆動室との連通を阻止する
ようにされている請求項1に記載の圧搾空気駆動式タガネ。
【請求項３】
　該後進駆動用連通凹部は該ホルダ本体の該外周面の周方向で延びる環状凹部とされてい
る請求項２に記載の圧搾空気駆動式タガネ。
【請求項４】
　該後進駆動用連通凹部が該シリンダの該内周面に形成され、該後進駆動用シリンダ通路
の該開口と該室画定凹部との間に延在し、該ホルダ本体の該外周面は該後進駆動用連通凹
部に対して密封係合し該後進駆動用シリンダ通路の該開口よりも前方で該後進駆動用連通
凹部に摺動可能とされている密封凸部を有し、該密封凸部は該ニードルホルダが該前端位
置にされたときに該後進駆動用連通凹部から前方に離れ、該後進駆動用連通凹部を介して
該後進駆動用シリンダ通路を該室画定凹部に連通するようにする請求項１に記載の圧搾空
気駆動式タガネ。
【請求項５】
　該ニードル保持孔はそれぞれ該ニードル保持孔の後端近くから該ホルダ本体の後端面に
向けて次第に拡径するニードル頭部受け部を有し、該ニードル頭部受け部は該ニードル保
持孔に挿通されて保持されるニードルの後端部に設けられる頭部を該頭部の後端が該ニー
ドル頭部受け部から後方に突出するようにして受け入れるようにされており、該ニードル
ホルダの後端面にその周縁に沿って該突出したニードルの頭部よりも後方に突出した環状
突起部を有する請求項１乃至４のいずれか一項に記載の圧搾空気駆動式タガネ。
【請求項６】
　該シリンダを同軸状にして収納する筒状のハウジングを有し、
　該シリンダの外周面と該ハウジングの内周面との間に該軸線方向で延びるように形成さ
れ、該ハウジング内に導入された圧搾空気を該シリンダの外周面に沿って通す圧搾空気供
給通路を有し、該後進駆動用シリンダ通路は該シリンダを半径方向で貫通して該圧搾空気
供給通路に連通している請求項１乃至５のいずれか一項に記載の圧搾空気駆動式タガネ。
【請求項７】
　該圧搾空気供給通路は該シリンダと該ハウジングとの間に形成された筒状の通路とされ
ている請求項６に記載の圧搾空気駆動式タガネ。
【請求項８】
　該可動エレメントは、該ピストンと該ニードルホルダとの間に該軸線方向で変位可能に
設けられたアンビルを有し、該アンビルは前方に駆動されたピストンによって後方から打
撃されて前方に駆動され該ニードルホルダに該ピストンからの打撃力を伝えるようになさ
れており、
　該ニードルホルダはその直径方向中心を軸線方向に貫通する排気通路を有し、該排気通
路は該ニードルホルダが該前端位置となったときに該前進駆動室に連通され該前進駆動室
内の圧搾空気を該ニードルホルダの前方外部に排出するようにされている請求項１乃至７
のいずれか一項に記載の圧搾空気駆動式タガネ。
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【請求項９】
　該ニードル保持孔のそれぞれに該軸線方向で変位可能に保持され該ニードルホルダから
軸線方向前方に延びて該シリンダの該前端開口から前方に延出する該ニードルを更に有し
、該頭部が、該ニードル頭部受け部から後方に突出する該後端から前方に向かって次第に
縮径する側面を有し、該側面が該ニードル頭部受け部の面に当接するようにされている請
求項５に記載の圧搾空気駆動式タガネ。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、圧搾空気により駆動される圧搾空気駆動式タガネに関する。
【背景技術】
【０００２】
　圧搾空気駆動式タガネは、筒状部材内に該筒状部材の軸線方向で後方から前方にむけて
順次取り付けられ該筒状部材に対してそれぞれ摺動可能とされたピストン、アンビル、及
びニードルホルダを有し、該ニードルホルダには前方に延びるニードル（針タガネ）が保
持されている。圧搾空気をピストン後部に形成される前進駆動室に供給すると、ピストン
が前方に駆動されアンビルの後部を打撃し、アンビルが前方に駆動されて、該アンビルに
押されてニードルホルダが前方に駆動される。また、該ニードルホルダが前方に駆動され
た時点で、前進駆動室の圧搾空気が外部に排出されると共に、ニードルホルダの前端側に
形成される後進駆動室に圧搾空気が供給されて、該ニードルホルダ、アンビル及びピスト
ンを後方に戻すようになっている。ニードルホルダが前方に駆動されることにより、当該
ニードルの先端が被作業部位を打撃して斫り（はつり）などの所用の作業を行うようにな
っている。
【０００３】
　このような圧搾空気式タガネのニードルホルダは、筒状部材の内周面に対して密封係合
され該軸線方向で摺動可能とされた大径のホルダ本体と、該ホルダ本体から同軸状に前方
に延びて筒状部材の前端開口の内周面に対して密封係合され該軸線方向で摺動可能とされ
た小径の筒状延長部とを有する。該ホルダ本体はその前端で該筒状延長部の後端の周りに
形成された環状前端面を有し、上記後進駆動室は、ニードルホルダを収納している筒状部
材の内周面、前端開口の後側面、筒状延長部の外周面、及びホルダ本体の環状前端面によ
り画定されるようになっている。
【０００４】
　従来のこのような圧搾空気駆動式タガネでは、ホルダ本体に複数のニードルを前後方向
にそれぞれ通すニードル保持孔が当該ホルダ本体の半径方向中心の周りに多数設けられる
と共に、該ホルダ本体の外周面近くにはニードル保持孔に平行に延びてホルダ本体の環状
前端面に開口して後進駆動室に圧搾空気を供給するための複数の軸線方向通路が設けられ
るようになっている。（特許文献１及び２参照）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２８９６０７号
【特許文献２】実公昭６２－１６２９５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献に開示されたような圧搾空気駆動式タガネでは、後進駆動室への圧搾空気
供給用の軸線方向孔が上述の如くホルダ本体の環状前端面に開口するようにホルダ本体の
外周面近くに設けられるようにされている。ニードルホルダは上述の如くピストンによる
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打撃により激しく往復動が繰り返されるものであり、このため上記軸線方向孔から当該ホ
ルダ本体外周面までの肉厚はそのような激しい往復動に耐えられるよう十分なものにしな
ければならず、これは圧搾空気駆動式タガネを小型化するために当該ニードルホルダの外
径寸法を小さくしようとするときの制限要素となっていた。
【０００７】
　本発明は、このような点に鑑み、ニードルホルダの外径寸法を従来のものに比べて小さ
くすることを可能とする圧搾空気駆動式タガネを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る圧搾空気駆動式タガネは、
　後端に設けられた後端閉止部材と、前端に設けられて前端開口を画定する前端筒状部材
とを有するシリンダと、
　該シリンダ内に該シリンダの軸線方向で摺動可能にされ、複数のニードルを該前端開口
から前方に延出するように保持するニードルホルダ及び該ニードルホルダの後方位置に配
置されたピストンを含む、可動エレメントであって、該ピストンは該シリンダ内で該ピス
トンの後部に形成される前進駆動室に圧搾空気が導入されることにより前方に駆動されて
該ニードルホルダにその後方から前方への打撃力を加えるようになされており、該ニード
ルホルダは該シリンダの内周面に対して密封係合され該軸線方向で摺動可能とされた大径
のホルダ本体と、該ホルダ本体から前方に延びて該前端筒状部材の内周面に対して密封係
合され該軸線方向で摺動可能とされた小径の筒状部とを有し、該ホルダ本体は、その前端
で該筒状部の後端の周りに形成された環状前端面と、該ニードルを該筒状部の内側を前後
方向で延びるようにして収納する該軸線方向で貫通するニードル保持孔を有し、該ニード
ルホルダは、該ピストンの打撃力により前方に駆動されて、該環状前端面が該前端筒状部
材の後端部に突き当たる前端位置まで変位可能とされており、該シリンダの内周面は該前
端筒状部材の後端の位置から該軸線方向後方に延び該ホルダ本体の外周面よりも大径で該
ニードルホルダの外周面との間に後進駆動室を画定する室画定凹部を有するようになされ
ている、可動エレメントと、
　圧搾空気を前記前進駆動室に供給する前進駆動用通路及び該後進駆動室に供給する後進
駆動用通路を有し、該前進駆動用通路及び該後進駆動用通路を介して該圧搾空気を該前進
駆動室及び該後進駆動室に交番的に供給するための圧搾空気供給通路であって、該後進駆
動用通路は、該シリンダを通り、該ホルダ本体の外周面と摺動係合する該シリンダの内周
面に開口する後進駆動用シリンダ通路と、該ホルダ本体の外周面及び該外周面と摺動係合
する該シリンダの内周面の少なくとも一方に該軸線方向で延びるように設けられ該後進駆
動用シリンダ通路に連通している後進駆動用連通凹部とを有し、該ニードルホルダが該前
端位置とされたときに該後進駆動用連通凹部が該後進駆動室に連通されて圧搾空気を該後
進駆動室に供給するように構成されている圧搾空気供給通路と、
　を有する。
【０００９】
　本発明に係るこの圧搾空気駆動式タガネにおいては、該ニードルホルダが該前端位置に
されたときに後進駆動用シリンダ通路の該開口を該後進駆動室に連通するための通路を、
前述の従来のもののようにニードルホルダの外周面近くに軸線方向孔として設けるのでは
なく、ホルダ本体の外周面及び該外周面と摺動係合する該シリンダの内周面の少なくとも
一方に軸線方向で延びるように設けられた凹部（後進駆動用連通凹部）としている。この
ため上記軸線方向孔を設けた場合に当該ニードルホルダの強度を保つために該軸線方向孔
からホルダ本体の外表面までの肉厚を大きくするといった必要がなく、また、圧搾空気供
給のために必要とされる流路断面を、ニードルホルダ内を通る軸線方向孔として設けた場
合の軸線方向孔の直径寸法に比べて極めて小さな深さ寸法の凹部で同流路断面を得ること
が可能となる。このため本発明のこの圧搾空気駆動式タガネでは、ニードルホルダの直径
を従来のものに比べて大幅に縮小することが可能となる。
【００１０】
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　該後進駆動用連通凹部の具体的例としては、該ホルダ本体の該外周面に形成され、該ホ
ルダ本体の該外周面における前端と該後進駆動用連通凹部の軸線方向前端との間の部分が
該シリンダの該内周面に密封係合している状態では該後進駆動用連通凹部の該後進駆動室
との連通を阻止するようにされるようなものとすることができる。
【００１１】
　より具体的には、該後進駆動用連通凹部は該ホルダ本体の該外周面の周方向で延びる環
状凹部とすることができる。
【００１２】
　該後進駆動用連通凹部としては、上記のホルダ本体の外周面に設けたものに換えて又は
それに加えて、該シリンダの該内周面に形成され、該後進駆動用シリンダ通路の該開口と
該室画定凹部との間に延在するように設け、該ホルダ本体の該外周面が該後進駆動用連通
凹部に対して密封係合し該後進駆動用シリンダ通路の該開口よりも前方で該後進駆動用連
通凹部に摺動可能とされている密封凸部を有し、該密封凸部は該ニードルホルダが該前端
位置にされたときに該後進駆動用連通凹部から前方に離れ、該後進駆動用連通凹部を介し
て該後進駆動用シリンダ通路を該室画定凹部に連通するようにすることができる。
【００１３】
　該ニードル保持孔はそれぞれ該ニードル保持孔の後端近くから該ホルダ本体の後端面に
向けて次第に拡径するニードル頭部受け部を有し、該ニードル頭部受け部は該ニードル保
持孔に挿通されて保持されるニードルの後端部に設けられる頭部を該頭部の後端が該ニー
ドル頭部受け部から後方に突出するように受け入れるようにされており、該ニードルホル
ダの後端面にその周縁に沿って該突出したニードルの頭部よりも後方に突出した環状突起
部を有するようにすることができる。ニードル間の間隔を狭めやすいようにするものであ
る。
　この場合の該ニードルの頭部は該ニードル頭部受け部に対応して後方に向けて次第に広
がる側面を有するようなものとすることができる。
【００１４】
　具体的には、
　該シリンダを同軸状にして収納する筒状のハウジングを有し、
該シリンダの外周面と該ハウジングの内周面との間に該軸線方向で延びるように形成され
、該ハウジング内に導入された圧搾空気を該シリンダの外周面に沿って通す圧搾空気供給
通路を有し、該後進駆動用シリンダ通路は該シリンダを半径方向で貫通して該圧搾空気供
給通路に連通したものとすることができる。
【００１５】
　該圧搾空気供給通路は該シリンダと該ハウジングとの間に形成された筒状の通路とする
ことができる。
【００１６】
　該可動エレメントは、該ピストンと該ニードルホルダとの間に該軸線方向で変位可能に
設けられたアンビルを有し、該アンビルは前方に駆動されたピストンによって後方から打
撃されて前方に駆動され該ニードルホルダに該ピストンからの打撃力を伝えるようになさ
れており、
　該ニードルホルダはその直径方向中心を軸線方向に貫通する排気通路を有し、該排気通
路は該ニードルホルダが該前端位置となったときに該前進駆動室に連通され該前進駆動室
内の圧搾空気を該ニードルホルダの前方外部に排出するようにすることができる。
【００１７】
　該ニードル保持孔のそれぞれに該軸線方向で変位可能に保持され該ニードルホルダから
軸線方向前方に延びて該シリンダの該前端開口から前方に延出する該ニードルを更に有し
、該頭部が、該ニードル頭部受け部から後方に突出する該後端から前方に向かって次第に
縮径する側面を有し、該側面が該ニードル頭部受け部の面に当接するようにすることがで
きる。
【００１８】
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　以下、本発明に係る圧搾空気駆動式タガネの実施形態を添付図面に基づき説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係る圧搾空気駆動式タガネの斜視図である。
【図２】図１の圧搾空気駆動式タガネが駆動されていない状態の縦断面図である。
【図３】図２の縦断面図における一部を拡大して示す図である。
【図４】図２と同様の図であるが、前進駆動室に圧搾空気が導入されてピストンが前進し
アンビルを打撃している状態を示している。
【図５】図４の縦断面図における一部を拡大して示す図である。
【図６】図２と同様の図であるが、ニードルホルダが前端位置に至ったときの状態を示し
ている。
【図７】図６の縦断面図における一部を拡大して示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１に示すように本発明に係る圧搾空気駆動式タガネ１０は、複数（図においては６本
）のニードル（針タガネ）１２を備え、当該圧搾空気駆動式タガネ１０の後端の空気導入
孔１１（図２）に接続される図示しない圧搾空気供給管を通して導入される圧搾空気によ
りニードル１２を全体として前後に駆動し、その先端で被作業部位を打撃して斫り（はつ
り）などの作業を行うものである。
【００２１】
　図２に示すように、圧搾空気駆動式タガネ１０は、筒状のハウジング１４と、該ハウジ
ング１４内に同軸状に取り付けられたシリンダ１６とを有する。当該圧搾空気駆動式タガ
ネ１０はさらに、該シリンダ１６内において軸線方向で後方から前方に順次取り付けられ
たピストン１８、アンビル２０、及びニードルホルダ２２を有する。ニードルホルダ２２
は、各ニードル１２を当該ニードルホルダ２２の前端開口１７から前方に延出するように
保持している。図示の例では、ハウジング１４はハウジング後部１４ａと該ハウジング後
部１４ａに結合されたハウジング前部１４ｂとからなる。シリンダ１６は筒状のシリンダ
本体１６ａと、該シリンダ本体１６ａの後端に取り付けられ該後端を閉じる後端閉止部材
１６ｂと、シリンダ本体１６ａの前端に取り付けられて前方に延び、前端開口１７を画定
している前端筒状部材１６ｃとからなる。
【００２２】
　シリンダ１６内にはピストン１８と後端閉止部材１６ｂとの間に前進駆動室２４（図２
、図４、図６）が、ニードルホルダ２２と前端筒状部材１６ｃとの間に後進駆動室２６が
形成され、ハウジング後部１４ａに設けられたバルブ２８を介して上述の空気導入孔１１
に連通されてハウジング１４の内周面とシリンダ１６の外周面との間に延びる筒状の圧搾
空気供給通路３０を通して前進駆動室２４と後進駆動室２６に圧搾空気が交番的に供給さ
れるようになっている。
【００２３】
　具体的には、圧搾空気供給通路３０はシリンダ１６の後方寄りに半径方向で貫通するよ
うに設けられた前進駆動用シリンダ通路１６ｄに連通される後方通路部３０ａと、該後方
通路部３０ａから前方に延びてシリンダ１６の前方寄りに半径方向で貫通するように設け
られた後進駆動用シリンダ通路１６ｅに連通される前方通路部３０ｂとを有している。ピ
ストン１８はその外周面に、後方寄りの位置から前端まで延びるように設けられている小
径部１８ａと、小径部１８ａの後側の大径部１８ｂとを有しており、小径部１８ａ及び大
径部１８ｂはシリンダ１６の内周面のそれぞれ対応する直径の部分と密封係合され且つ摺
動可能とされている。小径部１８ａには直径方向で貫通する前進駆動用直径方向通路１８
ｄが設けられ、前進駆動用直径方向通路１８ｄからはピストン１８の後端面まで延びて前
進駆動室２４に連通する前進駆動用軸方向通路１８ｃが設けられている。前進駆動用シリ
ンダ通路１６ｄを通された圧搾空気は、シリンダ１６が図２に示す後端位置にあるときに
、シリンダ１６の内周面と小径部１８ａとの間に形成される空間３２、前進駆動用直径方
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向通路１８ｄ、前進駆動用軸方向通路１８ｃを通して前進駆動室２４に供給されるように
なっている。後進駆動用シリンダ通路１６ｅはニードルホルダ２２が前方に駆動されたと
きに、ニードルホルダ２２の外周面に設けられた後進駆動用環状凹部２２ａ（図７）を介
して圧搾空気を後進駆動室２６に供給できるようになっている。ニードルホルダ２２は、
具体的には、シリンダ１６の内周面に対して密封係合し摺動可能とされた大径のホルダ本
体２２ｂと、ホルダ本体２２ｂから前方に延びて前端筒状部材１６ｃの内周面に対して密
封係合され摺動可能とされる小径の筒状部２２ｃとを有する。ホルダ本体２２ｂはその前
端で筒状部２２ｃの後端の周りに形成された環状前端面２２ｄを有しており、ニードルホ
ルダ２２は、アンビル２０によって前方に駆動されたときに、環状前端面２２ｄが前端筒
状部材１６ｃの後端部に突き当たる前端位置まで変位可能とされている。上述の後進駆動
用環状凹部２２ａはホルダ本体２２ｂの外周面にその前端及び後端から離れた中間位置に
設けられている。シリンダ１６の内周面は、前端筒状部材１６ｃの後端の位置から軸線方
向後方に延びホルダ本体２２ｂの外周面よりも大径でニードルホルダ２２の外周面との間
に後進駆動室２６を画定する室画定凹部１６ｆを有している。ニードルホルダ２２が前方
に駆動されたとき（図６、図７）に後進駆動用環状凹部２２ａが後進駆動室２６に連通す
る状態となり、該後進駆動室２６に圧搾空気が供給されるようになっている。
【００２４】
　ニードルホルダ２２は、ホルダ本体２２ｂを前後方向で貫通しそれぞれニードル１２を
保持するニードル保持孔２２ｅと、ホルダ本体２２ｂの横断面中心を前後方向で貫通して
いる排気通路２２ｆとを有している。ニードル保持孔２２ｅはその後端近くからホルダ本
体２２ｂの後端面に向けて次第に拡径する傾斜面２２ｈを有するニードル頭部受け部２２
ｇを有し、ニードル１２はニードル頭部受け部２２ｇの傾斜面２２ｈに対応する側面１２
ａを有するニードル頭部１２ｂを備える。ニードル頭部１２ｂがニードル頭部受け部２２
ｇに受け入れられた状態では、ニードル頭部１２ｂの側面１２ａがニードル頭部受け部２
２ｇの傾斜面２２ｈに当接し、ニードル頭部１２ｂの後端がニードル頭部受け部２２ｇか
ら後方に突出するようにされている。ニードルホルダ２２の後端面にはその周縁に沿って
、ニードル頭部受け部２２ｇから後方に突出したニードル頭部１２ｂよりもさらに後方に
突出した環状突起部２２ｊを有しており、アンビル２０はこの環状突起部２２ｊを介して
ニードルホルダ２２への前方駆動力を伝達するようになっている。ニードル１２はニード
ル頭部１２ｂが上記のごときニードル頭部受け部２２ｇに受け入れられることによりニー
ドル保持孔２２ｅとの整合が行われ、ニードル１２がぶれにくいようにされている。
【００２５】
　圧搾空気駆動式タガネ１０が図２に示す圧搾空気が導入されていない不作動の状態にお
いて、ハウジング後部１４ａに枢着されたレバー３４を下げてバルブ２８を開放すると、
圧搾空気は上述の通り圧搾空気供給通路３０の後方通路部３０ａ、前進駆動用シリンダ通
路１６ｄ、前進駆動用直径方向通路１８ｄ、前進駆動用軸方向通路１８ｃを介して前進駆
動室２４に供給される。これによりピストン１８は前方に駆動され、その前端に設けられ
ている打撃突起１８ｅによりアンビル２０を後方から打撃する（図４、図５）。この状態
では前進駆動室２４から延びる前進駆動用直径方向通路１８ｄがアンビル２０の後側に形
成された空間３５に連通された状態となり、ピストン１８を前方に駆動した前進駆動室２
４内の圧搾空気は、アンビル２０に設けられた軸方向孔２０ａを通してアンビル２０の前
端面とニードルホルダ２２の後端面との間にある空間３６に通され、ニードルホルダ２２
の排気通路２２ｆを介して外部に排気されるようになる。このとき、ホルダ本体２２ｂの
外周面の後進駆動用環状凹部２２ａはまだ後進駆動室２６に連通しておらず、後進駆動室
２６には圧搾空気が供給されない。ニードルホルダ２２が前進駆動されるときは、後進駆
動室２６の容積が縮小されることになるが、該後進駆動室２６内の空気は、ニードルホル
ダ２２の筒状部２２ｃに設けられている半径方向排気孔２２ｉを通して外部に排出され、
ニードルホルダ２２は後進駆動室２６内の空気圧による抵抗を実質的に受けることなく前
進できるようにされている。
【００２６】
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　ピストン１８により後方から打撃されたアンビル２０は前方に駆動されてニードルホル
ダ２２を前方に駆動し、該ニードルホルダ２２は前端筒状部材１６ｃと衝突する前端位置
となる（図６、図７）。この状態では後進駆動用環状凹部２２ａは後進駆動室２６に連通
され、圧搾空気が後進駆動室２６に供給され、ニードルホルダ２２の後方への駆動が開始
される。ニードルホルダ２２によってアンビル２０及びピストン１８が図２に示す状態に
戻されると、再び圧搾空気によりピストン１８が前方へ駆動される。このようにして、ニ
ードルホルダ２２の往復動が繰り返され、ニードル１２による被作業部位への打撃作業が
行われる。
【００２７】
　以上、本発明の一実施形態を説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。例
えば上述した実施形態では、ニードルホルダ２２が前方に駆動されたときに後進駆動用シ
リンダ通路１６ｅを後進駆動室２６に連通するのにホルダ本体２２ｂの外周面に設けた後
進駆動用環状凹部２２ａによって行っているが、この後進駆動用環状凹部をシリンダ１６
の内周面に後進駆動用シリンダ通路１６ｅと室画定凹部１６ｆとの間に延在するように設
けるようにすることができる。この場合は、ホルダ本体２２ｂの外周面に、この後進駆動
用連通凹部に対して密封係合し後進駆動用シリンダ通路１６ｅよりも前方で後進駆動用連
通凹部に摺動可能とされている密封凸部を設け、ニードルホルダ２２が前端位置に向けて
駆動されたときにこの密封凸部が後進駆動用連通凹部から前方に離れ、それにより後進駆
動用シリンダ通路１６ｅと室画定凹部１６ｆが連通されるようにすることができる。また
、シリンダ本体と、後端閉止部材と、前端筒状部材とは別体のものとして示したが、これ
らは一体に成形することもできる。
【符号の説明】
【００２８】
圧搾空気駆動式タガネ１０；
空気導入口１１；
ニードル（針タガネ）１２；
側面１２ａ；
頭部１２ｂ；
ハウジング１４；
ハウジング後部１４ａ；
ハウジング前部１４ｂ；
シリンダ１６；
シリンダ本体１６ａ；
後端閉止部材１６ｂ；
前端筒状部材１６ｃ；
前進駆動用シリンダ通路１６ｄ；
後進駆動用シリンダ通路１６ｅ；
室画定凹部１６ｆ；
ピストン１８；
小径部１８ａ；
大径部１８ｂ；
前進駆動用軸方向通路１８ｃ；
前進駆動用直径方向通路１８ｄ；
打撃突起１８ｅ；
アンビル２０；
軸方向孔２０ａ；
ニードルホルダ２２；
後進駆動用環状凹部２２ａ；
ホルダ本体２２ｂ；
筒状部２２ｃ；
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環状前端面２２ｄ；
ニードル保持孔２２ｅ
排気通路２２ｆ
ニードル頭部受け部２２ｇ；
傾斜面２２ｈ；
半径方向排気孔２２ｉ；
環状突起部２２ｊ；
前進駆動室２４；
後進駆動室２６；
バルブ２８；
圧搾空気供給通路３０；
後方通路部３０ａ；
前方通路部３０ｂ；
空間３２；
レバー３４；
空間３５、３６

 

【図１】 【図２】
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